
　
新
潟
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、
平
成
26

年
度
ま
で
に
、
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
事

業
者
の
方
か
ら
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
10
〜
11
月
は
「
個
人
住
民
税
の
滞
納
圧

縮
の
た
め
の
集
中
的
取
組
」
（
平
成
21
〜

23
年
度
）
の
一
環
と
し
て
、
全
県
統
一
に

よ
る
集
中
的
取
組
期
間
と
し
、
特
別
徴
収

の
未
実
施
事
業
所
等
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
特
別
徴
収
を
開
始
し
た
い
、
あ
る
い
は
一

度
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
税

務
課
市
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
給
与
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
が
法
律
等
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
個
人
住
民
税
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

と
同
様
に
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が

毎
月
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
支
払
う

給
与
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
し
、
住

民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
に
代

わ
っ
て
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ

納
入
す
る
こ
と
が
地
方
税
法
お
よ
び
佐
渡

市
の
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
所
得
税
の
よ
う
に
事
業
者
が
税
額
を
計

算
し
た
り
、
記
帳
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
事
務
手
続
き
と

異
な
り
、
事
業
者
が
税
額
を
計
算
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
町
村
が
毎
年
５
月
に
事
業
者
（
給
与
支

払
者
）
に
対
し
て
『
給
与
所
得
等
に
係
る
特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
』
に
よ
り
月
々
に

特
別
徴
収
す
べ
き
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月
の
給
与
か
ら
特
別

徴
収
し
翌
月
10
日
ま
で
に
合
計
税
額
を
各
従

業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
従
業
員
の
方
の
納
税
に
か
か
る
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す

　
従
業
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
納
税
の
た
め

に
、
金
融
機
関
や
市
町
村
窓
口
に
出
向
く
手

間
を
省
く
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
特
別
徴

収
以
外
の
方
法
に
よ
る
納
税
の
回
数
が
通
常

年
４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
年

12
回
な
の
で
従
業
員
の
方
の
１
回
あ
た
り
の

納
税
額
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
税
務
課 

市
民
税
係 

☎
63
―
５
１
１
０
　

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ

な
ど
で
小
型
特
殊
自
動
車
に
分
類
さ
れ
る

も
の
や
農
耕
ト
ラ
ク
タ
、
刈
取
脱
穀
作
業

車
（
コ
ン
バ
イ
ン
）
な
ど
の
乗
用
装
置
の
あ

る
農
耕
作
業
用
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
で
す
。

　

　
該
当
す
る
車
両
を
所
有
す
る
個
人
ま
た
は

法
人
は
、
軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
標
識

（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
等
を
所
有
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
か
か
り
ま
す
。
公

道
走
行
の
有
無
や
保
安
基
準
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
課
税
さ
れ

ま
す
。

申
告
の
手
続

　
取
得
や
、
申
告
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
15
日
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
廃
車
、
譲
渡
し
た
場
合
は
30
日
以
内
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

　
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
、
印
鑑
、
車
名
（
メ

ー
カ
ー
）
、
形
式
認
定
番
号
や
車
両
の
構
造
・

規
格
・
車
体
番
号
の
わ
か
る
も
の

※
使
用
者
が
異
な
る
場
合
は
使
用
者
の
住

所
・
氏
名
・
印
鑑
も
必
要
で
す
。

申
告
場
所

　
市
役
所
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
税
務
窓
口

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
税
務
課
　
市
民
税
係

☎
63
―
５
１
１
０

道路運送車両法施行規則別表第一に定められる基準

区分 小型特殊自動車

全 長

全 幅

全 高

総排気量

最高速度

構 造

税 額

農耕作業用自動車

制限なし

制限なし

制限なし

35ｋｍ/ｈ未満

1,600円

農耕用以外

4.7ｍ以下

1.7ｍ以下

2.8ｍ以下

15ｋｍ/ｈ以下

4,700円

ショベル・ローダ
フォーク・リフト
ホイール・クレーン
ターレット式構内運搬車など

制限なし

農耕トラクタ
農業用薬剤散布車
刈取脱穀作業車（コンバイン）
田植機（乗用型）

事
業
者
の
皆
様
へ

　
個
人
住
民
税
の
給
与
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
は

　
　
　
　
軽
自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
で
す
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佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く（
４
） 

―
鉱
石
を
掘
る
―

■
長
岡
市
で
ト
キ
の
分
散
飼
育
開
始

 

10
月
11
日
に
、
県
内
に
お
い
て
初
の
分
散

飼
育
地
と
な
る
長
岡
市
ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン

タ
ー
へ
、
ト
キ
２
ペ
ア
の
あ
わ
せ
て
４
羽
が

移
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
分
散
飼
育
」
と
は
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ

ン
タ
ー
の
ト
キ
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
感
染
症
で
絶
滅
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
全
国
に
ト
キ
を
分
散
さ
せ
て
飼
育
す
る

と
い
う
取
組
み
で
す
。

 

す
で
に
、
多
摩
動
物
公
園
（
東
京
都
）
、

い
し
か
わ
動
物
園
（
石
川
県
）
、
出
雲
市
ト

キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー
（
島
根
県
）
の
３
か

所
で
実
施
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
繁
殖
が

行
わ
れ
ヒ
ナ
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。
分
散
飼

育
で
生
ま
れ
育
っ
た
ト
キ
は
、
佐
渡
ト
キ

保
護
セ
ン
タ
ー
へ
移
さ
れ
、
自
然
放
鳥
へ

向
け
て
訓
練
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
飼
育
施
設
は
非

公
開
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
た
く
さ

ん
の
ト
キ
が
自
然

界
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
よ
う
見

守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課 

生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係（
第
２
庁
舎
）☎
63
―
３
７
６
１

　
鉱
石
を
採
掘
す
る
坑
夫
を
「
大
工
」
、

ま
た
は｢

金
穿
大
工｣

と
い
い
ま
す
。

　
鑽
と
穿
鎚
と
い
う
鉄
の
鎚
で
鉱
石
を

掘
り
採
り
ま
す
。
鑽
は
直
接
手
に
持
つ

の
で
は
な
く
、｢

上
田
箸｣

と
い
う
鉄
製

の
ハ
サ
ミ
で
鑽
元
を
押
さ
え
ま
す
。
こ

の
鉄
箸
は
、
信
州
の
上
田
銀
山
か
ら
や

っ
て
き
た
大
工
た
ち
が
持
参
し
た
も
の

と
も
、
魚
沼
の
上
田
銀
山
か
ら
伝
え
ら

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
玄
翁
や
石
割
鑽
な
ど
の

鉱
石
を
砕
く
道
具
や
、
掘
り
出
し
た
鉱

石
を
量
る
斤
量
が
絵
巻
の
中
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
鉱
脈
の
こ
と
を｢

立
合｣

と
い
い
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
掘
る
こ
と
を｢

引
立
穿｣

と
い
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
天
井
に
向
か

っ
て
掘
る
こ
と
を｢

冠
穿｣

、
地
面
に
向

か
っ
て
掘
る
こ
と
を｢

台
穿｣

と
い
い
ま

す
。
硬
い
鉱
石
を
掘
る
た
め
、
２
日
で

鑽
は
す
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
採
掘

は
、
原
則
２
人
一
組
で
行
い
、
替
り
大

工
と
交
代
で
休
み
を
と
り
ま
し
た
。

　
嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
２
月
晦

日
、
佐
渡
を
訪
れ
た
吉
田
松
陰
は
、
鶴

子
銀
山
の
屏
風
沢
仕
出
来
間
歩
を
見
学

し
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　｢

入
る
こ
と
十
四
、
五
町
、
坑
中
に
光
あ

り
、
打
声
丁
々
、
歌
声
琅
々
た
り
、
入
り
て

之
れ
を
視
れ
ば
、
則
ち
鉱
を
穿
つ
者
な
り｣

。

　
ま
た
、｢

坑
内
甚
だ
暖
か
に
し
て
・
・
・
・

満
身
汗
を
生
ず｣

と
あ
り
、
絵
巻
の
よ
う
に

大
工
た
ち
が
裸
で
作
業
し
て
い
る
様
子
が
わ

か
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
坑
内
外
の
人
夫
を
「
穿
子
」

と
い
い
、
掘
り
出
し
た
鉱
石
を
運
び
出

す｢

荷
揚
穿
子｣

や
、
鈍
く
な
っ
た
鑽
を
交
換

す
る｢

鑽
穿
子｣

な
ど
が
い
ま
す
。

　
穿
子
の
手
配
を
請
け
負
う
の
が｢

穿
子
請｣

、

そ
の
手
代
に｢

穿
子
頭｣

が
い
て
、
穿
子
た
ち

を
管
理
し
ま
す
。
敷
内
で
穿
子
を
差
配
す
る

の
を｢

穿
子
遣｣

と
い
い
、
様
々
な
役
割
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

　10月9日、新穂ダム管理棟において

佐渡市トキ環境整備基金への寄付金贈

呈式が行われ、コープネット事業連合様よ

り240万円のご寄付をいただきました。

　佐渡市とコープネット事業連合、コ

ープにいがたは、佐渡トキ保護活動を

目的とした連携協定を締結し、産地と

消費地との相互理解を強め交流してい

く取組みを進めています。

　ご芳志は、トキ保護増殖およびトキ

の生息環境整備のために活用させてい

ただきます。ありがとうございました。

ご寄付ありがとうございました

か
な
ほ
り
だ
い
く

だ
い
く

た
が
ね

ほ
り
つ
ち

う
え
だ
ば
し

げ
ん
の
うた

て
あ
い

き
ん
は
か
り

ひ
っ
た
て
ほ
り

ろ
う
ろ
う

に
あ
げ
ほ
り
こ

づ
か
い

ほ
り
こ

か
ん
む
り
ぼ
り

だ
い
ほ
り

裸姿の金穿大工たち。着物を着て
いるのが穿子。（佐渡銀山往時之稼
行絵巻より）

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

84
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　「
や
さ
し
く 

か
し
こ
く 
た
く
ま
し
く
」

　
こ
れ
が
、
畑
野
小
学
校
の
教
育
目
標

で
す
。

　
現
在
、
在
籍
児
童
は
、
１
３
７
名
で

各
学
年
一
学
級
で
学
習
し
て
い
ま
す
。

 
 

校
舎
の
前
庭
に
は
、
樹
齢
何
十
年
に

も
な
る
立
派
な
樹
木
が
立
ち
並
び
、
毎

日
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
中
庭
に
も
い
ろ
い
ろ
な
花
木

や
草
花
、
遊
具
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
「
遊
び
の
オ
ア
シ
ス
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
年
間
の
め
あ
て
は
「
ほ
か
ほ

か
言
葉
で
に
こ
に
こ
笑
顔
」
の
実
践
で

す
。
上
級
生
と
下
級
生
が
互
い
に
協
力

し
合
う
縦
割
班
活
動
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
運
動
会
や
文
化
祭
等
の
行
事
で

は
、
学
年
の
枠
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
を
行
い
、
児
童
が
主
体
的
に
行

事
に
関
わ
る
こ
と

で
、「
思
い
や
り
」

や
「
自
主
性
」
を
育

ん
で
い
ま
す
。

　
本
校
の
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
一

つ
に
６
年
生
が
行

う
「
大
菊
づ
く
り
」

が
あ
り
ま
す
。

　
６
年
生
は
毎
年
、
こ
の
大
菊
栽
培
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
文
化
祭
に
展
示
し
た
り
、

地
域
に
飾
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
冬
越
し

し
た
株
か
ら
、
毎
年
挿
し
芽
を
し
て
育
て

ま
す
。
夏
休
み
で
も
、
毎
日
水
や
り
や
わ

き
芽
か
き
を
欠
か
さ
ず
頑
張
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
命
の
つ
な
が
り
や

生
き
物
を
育
て
る
大
変
さ
や
大
切
さ
を
学

ん
で
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
５

年
生
が
行
う
自
然

宿
泊
体
験
活
動
で

す
。
毎
年
「
素
浜
青

少
年
自
然
の
家
」

で
キ
ャ
ン
プ
を
し

て
い
ま
す
。
飯
ご

う
炊
飯
や
テ
ン
ト

張
り
の
他
、
カ
ヌ

ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
等
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
体
験
を
し
ま
す
。
み
ん
な
そ
の
時
は
大

喜
び
で
す
。
そ
の
よ
う
な
楽
し
い
体
験
を

し
な
が
ら
、
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
、

好
ま
し
い
人
間
関
係
や
集
団
生
活
の
在
り

方
等
を
学
習
し
ま
す
。

　
こ
の
畑
野
小
学
校
で
学
ん
だ
６
年
間
で

「
畑
野
」
「
佐
渡
」
と
い
う
地
域
に
誇
り

を
も
ち
、
心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
生
涯
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
変
教

育
熱
心
で
協
力
的
な
地
域
や
家
庭
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
共
に
手
を
取
り
あ
っ
て
教

育
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
活
断
層
の
こ
と

を
気
に
す
る
人
が
増
え
た
そ
う
で
す
。活

断
層
と
は
、
現
在
も
地
震
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
断
層
の
こ
と
で
す
。佐
渡

に
も
活
断
層
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。西

三
川
・
砂
金
山
ジ
オ
サ
イ
ト
の
大
須
鼻

で
は
そ
の
よ
う
な
断
層
を
間
近
で
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
報
６
月
号
で
、
佐
渡
島
は
大
地
が
押

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
大
地

の
し
わ
」
で
あ
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。こ

の
押
さ
れ
る
力
に
よ
っ
て
で
き
た
「
ひ
び

割
れ
」が
、
大
須
鼻
の
活
断
層
で
す
。地
球

の
表
面
は
こ
の
「
大
地
の
ひ
び
割
れ
」
だ

ら
け
な
の
で
す
。こ
ん
に
ゃ
く
に
左
右
か

ら
力
を
加
え
る
と
ぐ
に
ゃ
り
と
曲
が
り

ま
す
が
、
カ
チ
コ
チ
に
凍
ら
せ
た
こ
ん

に
ゃ
く
は
、
き
っ
と
バ
キ
ッ
と
割
れ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。こ
の
バ
キ
ッ
と
割
れ
る

も
の
を「
断
層
」と
い
い
、
ぐ
に
ゃ
り
と
曲

が
る
も
の
を「
褶
曲
」と
言
い
ま
す
。

　
最
近
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
よ
く
緊

急
地
震
速
報
が
流
れ
ま
す
が
、
あ
れ
は
ど

こ
か
の
活
断
層
が
活
動
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

地
球
は
毎
日
押
さ
れ
た
り
、
引
っ
張
ら
れ

た
り
、
引
き
裂
か
れ
た
り
と
、
ハ
ー
ド
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
活
断
層
は
地
震
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。そ

の
地
震
に
よ
り
佐
渡
島
は
ど
ん
ど
ん
隆
起

し
て
い
き
（
一
年
に
平
均
約
１
ミ
リ
の
速

度
）、
現
在
私
た
ち
が
住
む
こ
と
の
で
き
る

土
地
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。大
地
の
活
動

は
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、
私
た
ち
に
恵
み
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
も
い
え
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）
☎
23
―
２
１
０
０

文化祭で飾られた大菊

マリンスポーツ体験

図１　大須鼻の活断層
　　　丸い大きな石がずれているのがわかる

か
つ
だ
ん
そ
う

し
ゅ
う
き
ょ
く

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑦

大
地
の
ひ
び
割
れ「
断
層
」

佐
渡
市
立 
畑
野
小
学
校
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佐渡市立中央図書館 ☎63-2800

　
10
月
２
日
、
両
津
地
区
で
第
35
回
両
津
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
中
学
か

ら
壮
年
の
部
ま
で
合
計
70
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
沿
道
か
ら
の
熱
い
声
援
の
中
、
両
津
地

内
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
選
手
は
応
援
す
る
仲
間
か
ら
力
を
も
ら

い
、応
援
者
は
選

手
の
全
力
で
力

走
す
る
姿
に
感

動
を
も
ら
い
、選

手
と
応
援
者
一

丸
と
な
っ
て
１

本
の
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
姿
は

と
て
も
輝
い
て

い
ま
し
た
。

 

第
１
部
門 

絵
画
　【
一
般
】市
長
賞 

松
木
サ

チ
子（
真
木
）　
教
育
長
賞 

杉
崎
善
次（
東

大
通
）　【
高
校
生
以
下
】市
長
賞 

佐
々
木

祐
太
（
佐
渡
高
校
）
　
教
育
長
賞 

岡
﨑
果

穂
子（
佐
渡
高
校
）

 

第
２
部
門 

版
画
　【
一
般
】市
長
賞 

中
川
順

子（
畑
野
）  

教
育
長
賞 

渡
辺
初
美（
東
大

通
）

 

第
３
部
門 

彫
塑
・
工
芸 

【
一
般
】市
長
賞 

中

村
朋
紀
（
千
種
）
　
教
育
長
賞 

嶋
田
寿
美

子（
畑
野
）

 
第
４
部
門 

書
道
　【
一
般
】市
長
賞 

本
間
玉

枝
（
金
井
新
保
）
　
教
育
長
賞 

金
子
沙
織

（
滝
脇
） 【
高
校
生
以
下
】市
長
賞 

佐
々
木

洸
映
（
佐
渡
高
校
）
　
教
育
長
賞 

鎌
田
侑

樹（
佐
渡
高
校
）

 

第
５
部
門 

写
真
　【
一
般
】市
長
賞 

水
橋
正

暁（
千
種
）　
教
育
長
賞 

熊
谷
昌
彦（
新
潟

市
）

 

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

絵
　【
小
学
生
】市
長
賞 

大

澤
大
空
（
二
宮
小
５
年
）
　
教
育
長
賞 

吉

岡
花
音
（
川
茂
小
１
年
）
、
土
屋 
楓
（
相
川

小
３
年
）、苅
部
脩
耶（
金
井
小
６
年
） 【
中

学
生
】市
長
賞
　
池
野
利
一（
佐
渡
中
等
１

年
）
　
教
育
長
賞 

本
間
侑
海
（
佐
渡
中
等

２
年
）

 

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

書
　【
小
学
生
】市
長
賞 

本

間
文
貴
（
真
野
小
４
年
）
　
教
育
長
賞 

本

間
愛
梨（
畑
野
小
１
年
）、佐
々
木
悠
真（
川

茂
小
３
年
）
、
加
藤
イ
ヴ
（
二
宮
小
６
年
） 

【
中
学
生
】市
長
賞 

甲
斐
奈
央（
佐
渡
中
等

３
年
）
　
教
育
長
賞 

本
間
亜
美
（
金
井
中

３
年
）

第
35
回
両
津
駅
伝
競
走
大
会（
両
津
地
区
）

第
８
回
佐
渡
市
美
術
展
覧
会 

入
賞
者（
敬
称
略
）

故亀井輝夫様 （畑野

地区）のご遺族からた

くさんの蔵書を中央

図書館へいただきまし

た。ありがとうござい

ました。

図書館ＨＰからの予約や検

索がとても見やすくなりまし

た。パソコンをお使いの方

は、図書館窓口にてメールア

ドレスとパスワードを登録し

てください。

読書の秋です

峠うどん物語上・下　　　　 重松　清著　　　　講談社

マスカレード・ホテル　　　 東野圭吾著　　 　  集英社

プチ・プロフェスール　　　 伊予原新著　  　 角川書店

舟を編む　　　　　　　　 三浦しをん著　　 　  光文社

1985年のクラッシュ・ギャルズ　柳澤健著　　   文芸春秋

平成猿蟹合戦図　　　　　　 吉田修一著　　朝日新聞社

カンタ　　　　　　　　　　 石田衣良著　　　文藝春秋

境遇　　　　　　　　　　　 湊かなえ著　　　　双葉社

こいわすれ　　　　　　　　 畠山　恵著　　　文藝春秋

おまえさん上・下　　　　 宮部みゆき著　　　　講談社

曹操墓の真相　　　　　　　 渡邉義浩著　　国書刊行会

天皇はなぜ滅びないのか　　 長山靖男著　河出書房新社

赤ちゃんが大好きな絵本　 赤木かん子著　河出書房新社

科学者の本棚　　　　 「科学」編集部編　　　　岩波書店

そうだったのか！ 21世紀ＮＥＷＳ　 池上彰著　 集英社

おばあさんの魂　　　　　　 酒井順子著　　　　幻冬舎

東日本大震災　写真家 17人の視点　篠山紀信ほか撮影　朝日新聞社

新刊書がたくさん入ってきています。

その中で人気のある本をご紹介します。

ありがとう
　ございました

図書館システムが
　新しくなりました

※
市
長
賞
、教
育
長
賞
受
賞
者

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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きずな

広めよう！「愛さつ・声かけ運動」
　市内の小中学校が、一斉にあいさつ運動に取り

組みました。この運動は、県全体で取り組んでい

る「深めよう 絆 県民運動」の一環として、10月の

強調月間に実施されました。あいさつや声かけを

通して地域の方との絆を深め、明るく楽しい佐渡

になるよう、各中学校区で工夫を凝らしたあいさ

つ運動が行われました。

柿（かき）を食べて鍵（かぎ）をかけよう!!　
　河原田小学校（佐和田）近くの海岸道路で、佐渡

西警察署、市安全安心まちづくり協会、佐渡地区更

生保護女性会、市などが参加した防犯イベントが行

われました。佐渡の特産品であるおけさ柿を配り、

「建物や乗り物への鍵かけの徹底」と、「高齢者の

交通事故防止」などを呼びかけました。

　犯罪の被害にあわないよう、お出かけや車を離

れるときには、施錠をしましょう。また、夕暮れ

時の早めのライトもお忘れなく！

トキの島 佐渡を歩く
　10月22日、23日に「佐渡トキツーデーウオーク」が開催

されました。島内外から2日間で延べ約430人が参加し、

小木コースでは千石船「白山丸」や宿根木の町並み、相川

コースでは佐渡金銀山や尖閣湾などをめぐりました。

　コースには、大地の遺産や地質遺産と呼ばれ学術的に

重要な地質や地形などの見どころ（ジオポイント）が多

く、参加者は、佐渡の自然と文化、美しい景観を満喫し

ていました。

　　　　 多重債務者無料相談会
　県弁護士会との共催で、多重債務者無料相談会を

開催します。借金返済のお悩みは債務整理により解

消できます。まずはご相談してください。

★面談方式です。事前にご予約ください。

　なお、定員になり次第締め切らせていただきます。

日時　11月26日（土）午前10時から
会場　市役所佐和田行政サービスセンター　３階
申込み･お問い合わせ
　　市役所総務課市民相談室　消費生活センター係

　　☎57－8143（佐和田行政サービスセンター内）

宮城県の離島へ義援金贈呈
　佐渡市社会福祉協議会から、東

日本大震災で被災した宮城県の離

島へ義援金が贈呈されました。9

月20日、市役所で贈呈式が行わ

れ、佐渡市社会福祉協議会・渡部

会長（写真左）から髙野市長に義援金137万400円が渡され

ました。ご芳志は、新潟県離島振興協議会から全国離島振興

協議会を通して、被災地に送られます（両団体ともに会長は

髙野市長）。

お知らせ

市役所前で「おはようございます！」（金井小学校のみなさん）

宿根木の町並み 佐渡奉行所

矢島・経島
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専
門
医
（
精
神
科
医
）
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
「
眠
れ
な
い

日
が
続
く
」
「
大
声
を
出
す
な
ど
、
行
動
に

変
化
が
あ
っ
た
」
「
お
年
寄
り
の
認
知
症
の

症
状
や
心
配
な
行
動
が
み
ら
れ
る
」
「
介
護

に
疲
れ
て
気
分
が
落
ち
込
む
」
な
ど
、
心
に

関
す
る
お
悩
み
の
あ
る
方
と
そ
の
ご
家
族
が

対
象
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
19
日
（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場
　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
時
間
の
都
合

で
、
４
人
ほ
ど
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
12
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
電
話

等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係
　

☎
63
―
５
１
１
３ 

も
し
く
は
各
支
所
市
民
課

　
白
血
病
な
ど
の
有
効
な
治
療
方
法
で
あ
る

骨
髄
移
植
を
行
う
た
め
に
は
、
白
血
球
の
型

を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

非
血
縁
者
間
で
は
数
百
か
ら
数
万
分
の
１
の

確
率
で
し
か
一
致
し
ま
せ
ん
。
血
縁
者
で
も

一
致
し
な
い
場
合
や
移
植
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
多
く
の
方
々
に
ド

ナ
ー
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
休
日
登

録
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

日
時
　
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場
　
し
ま
び
と
元
気
ま
つ
り
会
場

（
佐
和
田
体
育
館
　
河
原
田
本
町
３
９
４
）

登
録
で
き
る
方 

18
歳
〜
54
歳
以
下
で
健
康

　
　
　
　
　
　
　
な
方
等

申
込
方
法
　
電
話
予
約
ま
た
は
当
日
受
付

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保

健
課
　
☎
74
―
３
４
０
７

日時　11月27日（日）
　　　午前8時50分～午後３時

会場　両津文化会館（梅津2314番地）
内容
　・講演（10時30分～）

　「女性の視点でとらえる大地震」

　　～大切な人を守る防災・減災～

　　講師　危機管理教育研究所

　　　　　代表　国崎 信江さん

　・意見発表（10時～）

　・アトラクション（1時～）

　　　女性団体による舞踊など

主催　佐渡市女性団体連絡協議会
共催　佐渡市教育委員会
　佐渡市内の女性が一堂に会して、交

流と研修をはかり、明日のまちづくり

を考えるつどいです。どなたでも気軽

にご参加ください。男性の参加も大歓

迎です。（入場無料）

お問い合わせ
　佐渡市女性団体連絡協議会

　☎27－7550（会長：石川幸子）

有
　
料
　
広
　
告

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みですか？

見舞金の請求期間は交通災害を

受けた日から起算して「1年以内」

です。

もう一度ご確認を！

お問い合わせは

　佐渡市役所総務課

　防災安全係（☎63-5135）まで

35周年記念

『女性のつどい』

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

骨
髄
バ
ン
ク
休
日
登
録
会
を
開
催
し
ま
す

18

有
料
広
告
募
集
中
！
（
掲
載
希
望
月
の
前

月
10
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
　
広
報
広
聴
係

☎
63
―
３
１
１
１

日時　11月19日（土）午前10時～午後3時
会場　佐和田体育館
・しまびと総おどり、食育かるたとり大会、

　体力測定などの体験・発表コーナー

・クッキー、パン、豆腐などの販売コーナー

・にしめ、イカめし、カレーライスの

　試食もあります

お問い合わせ　
市役所市民生活課健康推進室

☎63-3115

しまびと元気まつりin佐和田



　
不
用
に
な
っ
た
除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
売
却

し
ま
す
。
長
期
間
使
用
し
た
物
品
で
す
の
で

現
物
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、
見
積
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
実
施
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
）

売
却
予
定
物
品
　
　
小
松
　
Ｄ
５
０
１
６

参
加
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
法
人

で
、
次
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

　
①
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方
　

　
②
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
　

　
③
佐
渡
市
職
員

見
積
書
の
受
付
期
間
　

　
11
月
14
日（
月
）〜
18
日（
金
）

　※

消
印
有
効

見
積
書
の
提
出
・
実
施
要
領
配
布
場
所

　
市
役
所
建
設
課
道
路
公
園
維
持
係

内
覧
会
場
　

見
積
書
の
受
付
期
間
中
、
物
品
を
保
管
す

る
新
穂
田
野
沢
地
内
で
確
認
で
き
ま
す
。

物
品
の
確
認
は
、
受
付
期
間
中
の
午
前
９

時
か
ら
午
前
11
時
、
午
後
１
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
と
し
、
必
ず
、
事
前
に
建
設
課

道
路
公
園
維
持
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
札
日
時
・
場
所
　

　
11
月
21
日
（
月
）
市
役
所
建
設
課
内

物
品
の
引
渡
し
方
法
・
日
時
　

見
積
額
に
消
費
税
相
当
額
を
加
算
し
た
売

買
代
金
を
納
入
後
、
現
状
で
の
引
渡
し
と

し
、
11
月
22
日
（
火
）
か
ら
12
月
16
日
（
金
）

ま
で
の
間
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
建
設
課
　
道
路
公
園
維
持
係

☎
63―

５
１
１
８

　
市
営
住
宅
　

◆
吉
井
住
宅
（
金
井
）

　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
６
６
４
番
地

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
22
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
２
階
）

　
月
額
賃
金
　
１
万
７
７
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
４
７
０
０
円

◆
浦
津
団
地
（
赤
泊
）

　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
徳
和
２
３
５
１
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
（
複
層
住
戸
／
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
12
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
３
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
０
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
３
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
１
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
小
熊
団
地
（
赤
泊
）

　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
徳
和
６
４
７
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
17
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当

窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
11
月
30
日
（
水
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
12
月
下
旬
（※

応
募
数
に
よ

り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名

　
○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課 

住
宅
係 

☎
63―

５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
公
営
住
宅
担
当
窓
口

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該

当
す
る
こ
と
。

・
吉
井
住
宅
、
浦
津
団
地
「
⑤
」

・
お
り
と
住
宅
「
④
⑤
」

・
真
浦
団
地
「
④
⑥
」

・
小
熊
団
地
「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公

課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と

お
　
知
　
ら
　
せ

除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
売
却
し
ま
す

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

19



講師　国民健康保険名田庄診療所（福井県大飯郡おおい町）
　　　　所長　中村　伸一さん
　　　NHKテレビ「プロフェッショナル仕事の流儀」
　　　　(平成21年1月13日)に出演

日時　12月３日（土）午前9時30分～正午
会場　アミューズメント佐渡　小ホール
講師は、おおい町名田庄地区（旧名田庄村）唯一の

医師として、全科にわたり診療する「総合医」。い

つまでも健康で働き、佐渡で暮らし続けるために、

健康を考えるきっかけにしてみませんか。

主催　新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部
お問い合わせ　
　佐渡地域振興局健康福祉環境部地域保健課

　☎74-3407

　多くの方のご来場をお待ちしています。

日時　11月26日（土）午後2時～4時30分
　　 （開場1時30分）

場所　アミューズメント佐渡　小ホール
入場　無料
内容
　　・地域医療再生－国・県の最近の医療政策－

　　・新佐渡総合病院　目標と特徴

　　・救急システムの現状

　　・在宅歯科の歩み　ほか

お問い合わせ　
　新潟大学全学佐渡同窓会

　☎57－4366（中川）

　日時　11月27日（日）　午前10時大間港集合
　場所　相川大間港（相川高校下）からめおと岩ドライブインまで約6.2km
「佐渡國しま海道」の景観ポイントを探索しながら、ゴミを拾って歩くイベントを開

催します。ゴミ袋と軍手は主催者側で用意します。歩きやすく汚れてもいい服装でご

参加ください。めおと岩ドライブインにゴール後、意見交換をしながら昼食をとりま

す（主催者が用意）。参加いただける方は氏名・年齢・連絡先を市役所建設課「佐渡國し

ま海道」担当係までお知らせください。（個人情報は傷害保険にのみ使用します）

　申込み・お問い合わせ　市役所建設課　☎63－5118

　防衛省では、平成23年度陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集しています。

概　要　将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用す
るとともに、国際社会においても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成

するために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。そのため、個人の適性

に応じて、幅広い教養と豊かな人間性を養い、将来陸上自衛官として大きく伸展できる基礎を作ります。

募集種目　陸上自衛隊高等工科学校生徒　　　募集人員　約260名（22年度参考）
応募資格　平成24年4月１日現在、15歳以上17歳未満の男子で中学校卒業者または中等教育学校の前期課程修
　　　　　了者（平成24年3月にそれぞれ卒業または修了見込みの者を含む）

受付期間　平成23年11月１日（火）から平成24年１月６日（金）まで
試　　験　第1次試験　平成24年1月14日（土）　１次合格発表　1月23日（月）
　　　　　第2次試験　平成24年1月28日（土）から31日（火）までの間の指定する１日　

　　　　　最終合格発表　2月17日（金）

試 験 場　1次試験については佐渡市内を予定、2次試験は別途通知します。
試験科目　国語、社会、数学、理科、英語（各択一式）、作文（500字程度）
生徒の待遇　特別職国家公務員（生徒）となり、提携する通信制高等学校に入学、課程修了時に卒業資格を取

得できます。また、生徒手当94,900円／月、期末手当2回／年が支払われます。衣食住についても

支給または貸与されます。

お問い合わせ　自衛隊新潟地方協力本部　佐渡駐在員事務所　☎63-4512

「地域で生きて、自宅で大往生！
　　　～認知症や障害になっても
　　　　 佐渡で暮らせていい人生を～」

講演会医療シンポジウム

　 「佐渡の医療　現在、これから」

「佐渡國しま海道・クリ―ンアップウォーキング（景観探索）」参加者募集！

自衛隊佐渡駐在員事務所からのお知らせ

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集
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東国原英夫　講演会　

～佐渡市で地域活性化を語る～

　前宮崎県知事の東国原英

夫さんを招いて講演会を開

催します。笑いありの楽し

い講演会です。ご期待くだ

さい。

日　時　11月21日（月）
　　　　午後6時30分開演

　　　　（午後6時開場）

会　場　アミューズメント佐渡　大ホール
入場料　全席指定　大人1,000円／高校生以下500円
お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52－2001
　※チケット販売中！（お一人様2枚まで）

　昨年、7年ぶりに復活した両津地区カラオケ大会

を本年度も開催します！今回も両津地区在住の方は

もちろん、両津地区の事業所に勤務している方まで

幅広く募集します。

開催日　平成24年2月12日（日）　会場　両津文化会館
出場規定　(1)両津地区に住所を有する人または出身者
　　　　　(2)両津地区の事業所に勤務している人

　　　　　(3)16歳以上（高校生は除く）である人

　※出場を希望される方は申込書に必要事項を記入

し、12月20日（火）午後５時までに両津地区

公民館へ提出してください。申込書は両津地区

公民館および教育委員会社会教育課（両津支所

２階）に用意してあります。

お問い合わせ　
　アミューズメント佐渡　

　第2回両津地区カラオケ大会事務局　☎52－2001

　東・南統合中学校校名募集（８月中に実施）への

ご協力、誠にありがとうございました。

　9月29日に、第４回東・南統合中学校建設検討委

員会が開催され、応募のあった校名について検討し

た結果、「佐渡市立両津中学校」が選ばれました。

　今後、教育委員会および佐渡市議会（３月を予

定）の議決後に、正式に校名が決定となります。

　　　　　　　　　東・南統合中学校建設検討委員会

　現在、統合中学校の開設場所となる南中学校の校

舎の一部を改築するなど、施設面の整備を目的とし

た「東・南統合中学校校舎改築事業」を進めていま

す。平成23年度から24年度の2年事業で、主な内容

は次のとおりです。

　・南校舎の改築（鉄筋コンクリート造２階建て）

　・北校舎および東校舎の改修

　・駐車場の新規整備

　工事に際して地域の皆様には何かとご不便をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ　教育委員会学校教育課　施設係
　　　（両津支所内）　☎23－4893

東・南統合中学校校名募集のお礼

「佐渡市立両津中学校」が選ばれました！

　急激な経済成長による富裕層の増加、訪日観光ビ
ザ要件の緩和などで訪日中国人客数は急増し、韓国人

に次ぎ第2位の141万人（2010年）。訪日中国人観光

客の現状と誘客対策とともに、佐渡へのインバウンド

振興も紹介します。また、中国人観光客受入に役立つ

「おもてなし中国語講座」も同時に開催します。

※インバウンド：外から入ってくる旅行、訪日外国人旅行

日時　12月15日（木）
　　　理解講座：午後1時～2時30分

　　　中国語講座：午後2時45分～3時30分

会場　佐渡島開発総合センター（両津支所隣）
講師　理解講座：(公財）環日本海経済研究所　
　　　　　　　　特別研究院　鈴木　伸作さん

　　　中国語講座：佐渡市国際交流員　高　睿さん

定員　50名（先着順）　　参加費　無料
主催　(財)新潟県国際交流協会、佐渡市
申込み・お問い合わせ
　市役所観光商工課　国際観光係（第２庁舎）

　☎63-5116

国際理解講座

「アジアをもっと知ろう！」

あなたも地元のスターに！

第2回両津地区カラオケ大会出場者募集

東・南統合中学校校舎　改築工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　のお知らせ

こう えい

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
21
日
（
月
）
、
22
日
（
火
）
、

　
　
　
24
日
（
木
）
、
25
日
（
金
）
　
　
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権
の
設

定
等
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る

救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55
―
３
１
１
７
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第23回「囲碁・将棋の会」開催される
　首都圏佐渡連合会の委員会のひとつである「趣味の会委員会」

の囲碁・将棋の会の第23回大会が、去る10月2日、池袋の勤労福

祉会館で行われた。この会は佐渡出身者の親睦の会として平成

17年より活動している会である。委員長の織田末夫氏によれば、

ここ数年は年間３回開催、毎回30名ほどの参加者があり、首都圏

の同好の士にとって欠かせぬ憩の場となっているようである。

　当日は天候にも恵まれ、囲碁12組24名、将棋３組６名、総勢30

名で対局が行われた。朝の和やかな時間からほどなく、勝負師の

時間に入り、緊迫した対局がお昼を挟んで延々６時間も続いた。

　この日の囲碁のAクラス（上段者）優勝は山本順一、以下準優勝

・緒方俊夫、３位・丸山昭夫。Bクラスの優勝は菊地勇、以下準優

勝・秋廣章一、３位・織田末夫。将棋は優勝が本間琢也、準優勝・

若林明弘、３位・田中紀元（敬称略）であった。

　表彰式の後は、近くの庄やで恒例の懇親会を開催。熱戦の後の

喉を潤し、反省と自慢話でまた一段と親交を深め、次回の再会を

約束して散会となった。（文責・佐渡市東京事務所　小路　徹）

日時　11月23日（水・祝）
　　　午後1時～3時

　　　（午後0時30分開場）

会場　金井コミュニティセンター
　　　入場無料

　近年、地球温暖化による第一次産

業への影響が、多くの国で報告され

ています。自然環境と大きく関わる

漁業への影響が問題となっており、

佐渡においても地球温暖化の漁業へ

の影響が心配されています。そこで

水産海洋学の権威、東京海洋大学の

松山優治学長をお迎えし、地球温暖

化と漁業について、多くの市民、漁

業関係者の方へ向けた講演会を開催

します。ぜひ、お越しください。

お問い合わせ　
　伝統文化と環境福祉の専門学校　

　☎61－1122

対局前の集合写真

真剣な対局風景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎
　

　「
ア
ジ
ア
湿
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
無
錫
２
０
１
１
」
へ
参
加

　
10
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
中
国
の
無
錫
へ
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
40
周
年
記
念
・
国
際
森
林
年
協
賛
「
ア
ジ
ア
湿
地
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
無
錫
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
て
、
ア
ジ
ア
の
湿
地
の
保
全

に
つ
い
て
熱
い
提
言
と
議
論
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
佐
渡
市
は
先
に「
ジ

ア
ス
（
世
界
農
業
遺
産
）」
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
招
待

参
加
で
、
特
に
生
物
多
様
性
地
域
の
実
現
へ
佐
渡
の
施
策
の
具
体
例
を

示
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
韓
国
の
ラ
ム

サ
ー
ル
会
議
か
ら
水
田
も
湿
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
「
水
田
決
議
」
が

な
さ
れ
て
い
て
、
佐
渡
市
の
ほ
か
に
は
、
い
つ
も
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ

る
豊
岡
市
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
の
中
貝
市
長
も
一
緒
で
し
た
。

　
中
国
も
訪
れ
る
た
び
に
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
き
て
い
て
、
今
で
は
国

内
の
経
済
は
イ
ン
フ
レ
で
行
き
過
ぎ
た
成
長
か
ら
い
か
に
経
済
を
軟
着

陸
さ
せ
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
方
向
転
換
も
今
ま

で
の
手
法
は
変
わ
ら
ず
、
都
市
近
郊
の
湿
地
化
に
つ
い
て
も
住
民
を
否

応
な
し
に
強
制
移
転
さ
せ
、
短
時
間
で
広
大
な
湿
地
公
園
を
造
成
す
る

な
ど
、
日
本
の
常
識
で
は
判
断
で
き
な
い
荒
っ
ぽ
さ
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
国
の
ス
ピ
ー
ド
と
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
そ
の
う
ち
世
界
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
と
す
れ
ば
、
内
向
き
に
な
ろ
う
と
す
る
日
本
が
ま

す
ま
す
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
の
で
は
と
恐
れ
な
が
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

（題字　髙野宏一郎）

SADO環境科学研究所　講演会

「地球温暖化と漁業」
　　講師　松山 優治 先生

　　　　　（東京海洋大学学長）

む
し
ゃ
く

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 9.16～10.17届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

9.13

9.20

10.6

10.11

9.5 　

9.8

9.6

9.15

9.18

9.21

9.22

9.22

悟

尚

幸多

博人

剛史

晃

康仁

禎

貴浩

勝太

哲

直樹

両　津

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

旭

梅津

長江

水津

相川米屋町

高瀬

中原

市野沢

中原

八幡

河原田本町

八幡

（あき）

（つむぐ）

（そら）

（ゆうだい）

（けんしん）

（こうへい）

（かほ）

（そうわ）

（あおま）

（ゆうあ）

（かえで）

（りほ）

井　川　明　紀

宮　本　　　紡

辻　　　爽　空

椎　　　佑　大

折　橋　健　心

宇　田　庚　平

諸　橋　夏　帆

北　川　蒼　和

佐々木　碧　真

和　田　結羽愛

佐々木　　　楓

小　田　里　穂

9.15

9.16

9.21

9.23

9.24

10.1

10.3

10.6

10.6

10.8

10.14

10.14

10.15

10.15

9.17

9.18

9.19

9.25

9.30

10.5

10.13

9.17

9.18

9.25

9.26

10.1

9.17

9.24

10.6

10.8

89

90

90

76

91

79

84

84

84

75

88

80

85

96

65

59

93

91

91

88

80

87

66

83

78

94

89

74

77

81

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

下久知

両津湊

白瀬

潟端

春日

北鵜島

河崎

潟端

長江

河崎

野浦

白瀬

椎泊

河崎

相川米屋町

相川大浦

相川下戸村

相川紙屋町

姫津

入川

相川紙屋町

石田

沢根五十里

真光寺

河原田諏訪町

河原田諏訪町

吉井本郷

三瀬川

吉井本郷

水渡田

粕　谷　ト　ヨ

宮　川　道太郎

髙　橋　　　進

甲　斐　勘　一

大　坂　ヱ　イ

山　岸　恒　一

池　　　忠　二

甲　斐　　　昭

野　﨑　三　次

白　井　良　夫

山　本　春　男

髙　村　光　廣

緒　方　　　正

池　　　ハツミ

岩　﨑　孝　一

中　村　敏　郎

中　田　ス　ヱ

天　沼　竹　男

今　井　タ　カ

近　藤　ソ　ヨ

天　沼　ユ　ワ

駒　形　四　郎

末　武　榮太郎

村　上　キ　ミ

本　田　チエ子

戸　田　チ　カ

藤　井　ト　リ

村　田　　　美

若　松　　　勇

村　上　美知子

10.10

10.10

10.14

9.16

9.17

9.30

10.2

9.23

10.9

10.9

9.16

9.17

9.19

9.28

10.1

10.4

10.10

9.18

9.28

9.19

9.25

9.25

9.27

10.1

10.3

10.6

10.10

9.26

10.14

10.14

75

90

103

99

53

90

87

96

85

81

89

98

86

84

41

68

74

85

80

79

83

88

88

80

74

77

90

72

85

73

金　井

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

貝塚

大和

泉

下新穂

下新穂

新穂武井

新穂潟上

三宮

畑野

大久保

真野新町

椿尾

吉岡

真野新町

豊田

真野

豊田

沢崎

琴浦

羽茂本郷

羽茂大崎

羽茂本郷　

羽茂大橋

羽茂本郷

羽茂大橋

羽茂小泊

羽茂上山田

三川

南新保

徳和

渡　邉　信　一

児　玉　チ　カ

齋　藤　ス　ヱ

市　橋　濟　治

土　屋　元　子

安　達　二　郎

須　田　市　治

中　川　ユキヱ

本　間　義　男

佐　藤　俊　男

髙　野　一　男

岡　﨑　　　功

相　田　八十吉

山　本　美枝子

本　間　トシノ

　　田　清　志

本　間　佐　吉

山　本　　　久

藤　田　ツユ子

中　川　清　次

藤　井　禎　二

加　藤　ソ　ヨ

鈴　木　正　治

風　間　健　二

飯　田　秋　雄

風　間　正　敏

榊　原　　　肇

髙　田　正　一

佐　藤　岩　雄

鶴　間　安　代

9.27

9.29

9.14

9.15

9.25

9.26

10.9

9.14

9.15

9.16

9.18

9.22

9.21

寿一

信哉

誠

篤

誠

慶太

有介

友洋

歩

篤

芳輝

一人

充博

佐和田

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

羽　茂

河原田本町

河原田本町

千種

三瀬川

中興

中興

千種

真野

吉岡

真野新町

真野新町

真野新町

羽茂上山田

（こうせい）

（けんご）

（いおり）

（れん）

（りくと）

（しゅうと）

（ゆま）

（みあり）

（ゆあ）

（しゅんた）

（よしのり）

（たいち）

（きしょう）

岡　﨑　皇　城

古　藤　謙　吾

本　間　伊　織

仲　川　　　蓮

榊　原　陸　叶

田　　　秋　人

小　川　悠　茉

計　良　美　莉

岡　﨑　唯　杏

倉　内　旬　太

遠　藤　芳　徳

金　子　泰　千

大　倉　輝　星

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

届出
9/13）（
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■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係 〒952-1292 佐渡市千種232番地　■発行日 平成23年11月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.31㎢（平成22年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）《デジタル112ch》で、　　
生まれたばかりの元気な赤ちゃんを紹介します

毎週月曜日 午後５時から「さどチャン」内で放送中！
　　　再放送：月曜日の19:30、21:00、22:00、23:00、翌朝6:30～
※11月から新佐渡総合病院での撮影となります。撮影を希望される方は、火･
金曜日の午後２時に４階東病棟授乳室にお集まりください。撮影するのは赤
ちゃんのみです。放送日は、お子さまの生まれた翌週月曜日となります。

お問い合わせ　市役所地域振興課 情報センター室　
　　　　　　　CNSテレビ（真野行政サービスセンター内）　☎51－2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯

　通行止め、観光イベント情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

4月22日（日）
佐渡トキマラソン大会2012

来春開催決定！

日　時　平成24年4月22日（日）雨天決行 午前9時30分スタート 
コース　おんでこドーム（両津港近く）スタート・フィニッシュ　　 
開催種目・参加資格
　　　　フルマラソン：満18歳以上の人（制限時間7時間） 
　　　　ハーフマラソン：満18歳以上の人（制限時間3時間30分） 
　　　　10km：高校生以上の人 　5km：高校生以上の人 　3km：小学5・6年生、中学生 
お問い合わせ　一般財団法人 佐渡市スポーツ振興財団　佐渡トキマラソン大会事務局
　　　　　　　〒952-1324　佐渡市中原234-1　アミューズメント佐渡2階
　　　　　　　☎0259-52-3800　FAX0259-52-2335　ホームページhttp://www.e-sadonet.tv/̃sado-marathon/

「こんにちは赤ちゃん」　
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